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1 はじめに





























As/-(-1)1品 exp(-1a/Es)←(-1)L-1soexpト (L-1)a/Es) (1)
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図5: SrをLaで3%まで置換したSr123の 図6: CuをZnで2%まで置換したSr123の
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図14 Ca11.5(Ca9)の19.8MHz(18.5MHz)でのスペクトル強度ZXT､T 2G-1
の温度依存性､および1.4､4.2Kでのスペクトル積分強度zzxT.
図13中の1.4KでのZRサイ トのCuNQRスペクトルから結晶軸方向に依存しない内部磁場
HnZR(C)-0.532KOeが見積もれる｡ CaOにおいてZRシングレットを形成するホール (n-
0.5)は､Call.5では梯子に半分程度移動する (n-0.25)[14]｡そのため､CaOでダイマー間
に存在したZRサイトは､Call.5ではホールを失い磁気サイトとなる｡残り半分のZRサイ トは
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ダイマー中に存在する｡ZRサイトは勿論､非磁性である｡よって､図13のダイマー中の ZR
サイトのスペクトルで観測される内部磁場は､両隣のダイマーサイトからの遷移内部磁場であ
ると考えられる｡上記の証拠は､スピン格子緩和時間 rl測定から見積もれるダイマーギャッ
プの大きさが､A-100K[20]とCaOのA-125K[32-34]からさほど大きくは減少していない
という事実である｡CaOのAaニー14.8KOe/FLB[32]を使用し､ダイマーサイトの自発磁化の大
きさを見積もるとMadimer(C)-0.018JIBである｡中性子実験から鎖中の平均のモーメントの大き
さは､く〃〉a-0.15〃Bと報告されている[18]｡これを用いて磁気サイトのモーメントの大きさ
を見積もるとM JBg(C)-0.56ILBを得る｡梯子中で SPが発生し､三次元相互作用を通じた鎖上
の磁気モーメントとの結合が､この系における磁気秩序発生の原因と考えられる｡
4 終りに
Caxは､梯子のみならず鎖も存在しホール ドー プ系ではあるが､NOR/NMRで見る限り､TL-
60K付近からSPが発達し､低温で長距離秩序が発生するという振舞は､Sr123の不純物置換効
果に類似している.Call.5(TN-2.2K)のCuNQRスペクトル解析より､梯子位置での平均
のモーメントの大きさは､Ma(L)-0.02pB(1.4K)程度と見積もれ､非常に小さい｡わずか
-ホールあたり数%が局在していることが､この系での磁気秩序発生の原因であると考えられ
る｡よって､圧力下でホールは再度対を形成し､遍歴することで超伝導が出現するという可能
性が予想される｡ただしその際､一次元性が保たれているかどうかについては疑問が残る｡今
後の課題である｡これらQID梯子化合物においては､非磁性不純物置換やホール ドー プに関係
なく､不対スピンによるSPが発生すると､その分極したスピン同士が梯子および眉間相互作用
により三次元長距離秩序を起こすようである.一様ではなくS.付近から減少する弱い三次元相
互作用のために､不純物置換したSr123のNMRスペクトル再現やTN(WC-QID)の見積もりの際
には､SPをQIDで取り扱って差し支えなかった｡一次元から二､三次元-の磁性､超伝導研究
に大変有効な物質であることは､この結果からも汲み取れる｡
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